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国 土 交 通 省 関 係 

予 備 費 使 用 概 要 

（11 月８日閣議決定） 
 

 

 

令和元年度予備費使用については、台風第 15号及び第 19 号により 

１．災害を受けた河川等において、国が施行する河川維持修繕事業及び砂

防災害関連緊急事業に要する経費 

２．被災地域における旅行需要を喚起するため、県等が行う観光支援等に

要する経費 

を計上。 
 

 

 

 

予備費使用額                 ９２億円 

 

 

○公共土木施設等の災害応急復旧                ６３億円 

 

   ○観光需要喚起に向けた対策                 ２９億円 

1



※ 公は公共事業関係費、非は非公共事業費である。 

 

 

１．公共土木施設等の災害応急復旧 

 

（１）河川管理施設の機能維持への対応 

公 国費  4,830 百万円 

 

緊急的な対策として、国が管理する阿武
あ ぶ

隈川
くまがわ

、鳴
なる

瀬
せ

川
がわ

、多摩
た ま

川
がわ

等の 25 河川にお

いて、施設機能に支障を与えないよう、河川に堆積した枯れた草木等の大量のごみ

等を除去するなどの対策を実施。 

 

 

（２）二次被害の危険のある土砂への対応 

公 国費 1,513 百万円                                                         

 

今後の降雨に伴う渓流内に残存する土砂の流出による二次被害を防ぐため、緊急

的な対策として、阿武
あ ぶ

隈川
くまがわ

水系
すいけい

内川
うちかわ

流域
りゅういき

及び利
と

根
ね

川
がわ

水系
すいけい

吾妻
あがつま

川
がわ

流域
りゅういき

において、床
とこ

固
がため

工
こう

やワイヤーネット工等を実施。 

 

 

 

２．観光需要喚起に向けた対策 

非 国費  2,894 百万円 

 

災害に起因するキャンセルが発生している被災地域における観光需要を喚起する

ため、旅行・宿泊料金の割引等を支援するとともに、被災地域の海外プロモーショ

ンを集中的に実施。 
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（単位：百万円）

国費

河川事業

直轄

河川維持修繕事業

阿武隈川（宮城県、福島県） 1,270

名取川（宮城県） 102

鳴瀬川（宮城県） 400

北上川（宮城県） 34

子吉川（秋田県） 158

利根川（群馬県、茨城県、埼玉県、千葉県） 396

江戸川（茨城県、埼玉県、千葉県、東京都） 192

常陸利根川（茨城県、千葉県） 35

鬼怒川（栃木県、茨城県） 88

小貝川（栃木県、茨城県） 74

渡良瀬川（栃木県、群馬県） 22

烏・神流川（群馬県、埼玉県） 10

那珂川（栃木県、茨城県） 101

久慈川（茨城県） 53

荒川（埼玉県、東京都） 395

多摩川（東京都、神奈川県） 320

鶴見川（神奈川県） 21

相模川（神奈川県） 18

事業別内訳

事業名
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（単位：百万円）

国費

富士川（山梨県、静岡県） 156

阿賀野川（新潟県） 20

信濃川（新潟県） 35

千曲川（長野県） 770

関川（新潟県） 4

狩野川（静岡県） 97

菊川（静岡県） 60

河川等災害関連事業

直轄

砂防

阿武隈川水系内川（宮城県伊具郡丸森町） 707

利根川水系吾妻川（群馬県吾妻郡嬬恋村） 807

事業別内訳

事業名
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○
台
風
1
9
号
を
踏
ま
え
た
緊
急
的
な
対
策
と
し
て
、
国
管
理
河
川
の
阿
武
隈
川
、
鳴
瀬
川
、
多
摩
川
等
の
2
5
河
川
に
お
い
て
、
施
設
機
能
に
支

障
を
与
え
な
い
よ
う
、
河
川
に
堆
積
し
た
枯
れ
た
草
木
等
の
大
量
の
ご
み
等
を
除
去
す
る
な
ど
の
対
策
を
実
施
す
る
。

52.
7k

事
例
：
阿
武
隈
川
水
系
阿
武
隈
川

位
置
図

実
施
内
容
（
阿
武
隈
川
下
流
）

大
量
の
ご
み
等
の
撤
去
（
約
6
0
,
0
0
0
m
3
）

事
業
費

1
,
0
2
0
百
万
円

作
業
イ
メ
ー
ジ

▲
太
田
川
水
系
太
田
川
【
広
島
県
】

狩
野
川
水
系
狩
野
川

【
静
岡
県
】

菊
川
水
系
菊
川

【
静
岡
県
】

信
濃
川
水
系
信
濃
川

【
新
潟
県
】

関
川
水
系
関
川

【
新
潟
県
】

阿
賀
野
川
水
系
阿
賀
野
川

【
新
潟
県
】

【
堤
防
決
壊
】
千
曲
川
左
岸

58
k付
近

千
曲
川

▲
信
濃
川
水
系
千
曲
川
【
長
野
県
】

▲
阿
武
隈
川
水
系
阿
武
隈
川
下
流
【
宮
城
県
】

【
排
水
不
良
】
阿
武
隈
川
右
岸

36
k付
近

阿
武
隈
川
水
系
阿
武
隈
川

【
宮
城
県
、
福
島
県
】

鳴
瀬
川
水
系
鳴
瀬
川

【
宮
城
県
】

北
上
川
水
系
北
上
川

【
宮
城
県
】

子
吉
川
水
系
子
吉
川

【
秋
田
県
】

名
取
川
水
系
名
取
川
【
宮
城
県
】

●
一
般
被
害
の
状
況

那
珂
川
水
系
那
珂
川

【
栃
木
県
、
茨
城
県
】

荒
川
水
系
荒
川

【
埼
玉
県
、
東
京
都
】

多
摩
川
水
系
多
摩
川

【
東
京
都
、
神
奈
川
県
】

富
士
川
水
系
富
士
川

【
山
梨
県
、
静
岡
県
】

鶴
見
川
水
系
鶴
見
川

【
神
奈
川
県
】

利
根
川
水
系
利
根
川

【
群
馬
県
、
茨
城
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
】

相
模
川
水
系
相
模
川

【
神
奈
川
県
】

利
根
川
水
系
常
陸
利
根
川

【
茨
城
県
、
千
葉
県
】

利
根
川
水
系
江
戸
川

【
茨
城
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
】

利
根
川
水
系
鬼
怒
川

【
栃
木
県
、
茨
城
県
】

利
根
川
水
系
小
貝
川

【
栃
木
県
、
茨
城
県
】

利
根
川
水
系
渡
良
瀬
川

【
栃
木
県
、
群
馬
県
】

利
根
川
水
系
烏
・
神
流
川
【
群
馬
県
、
埼
玉
県
】

信
濃
川
水
系
千
曲
川

【
長
野
県
】

１
．
（
１
）
河
川
管
理
施
設
の
機
能
維
持
へ
の
対
応

久
慈
川
水
系
久
慈
川
【
茨
城
県
】
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１
．
（
２
）
二
次
被
害
の
危
険
の
あ
る
土
砂
へ
の
対
応

○
渓
流
内
に
残
存
す
る
土
砂
の
流
出
に
よ
る
二
次
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
阿
武
隈
川
水
系
内
川
、
利
根
川

水
系
吾
妻
川
で
直
轄
砂
防
災
害
関
連
緊
急
事
業
を
実
施
。

利
根
川
水
系
吾
妻
川
（
群
馬
県
）

と
ね
が
わ

あ
が
つ
ま
が
わ

ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
工

対
策
の
イ
メ
ー
ジ

床
固
工

と
こ
が
た
め

対
策
の
イ
メ
ー
ジ

阿
武
隈
川
水
系
内
川
（
宮
城
県
）

あ
ぶ
く
ま
が
わ

う
ち
か
わ

＜
実
施
内
容
＞

○
利
根
川
水
系
吾
妻
川

床
固
工
、
帯
工
、

ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
工

○
阿
武
隈
川
水
系
内
川

床
固
工
、
ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
工

床
固
工
（
ブ
ロ
ッ
ク
積
）
イ
メ
ー
ジ
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今
回
の
台
風
1
5
号
お
よ
び
台
風
1
9
号
が
も
た
ら
し
た
被
害
に
よ
り
、
交
通
網
へ
の
影
響
も
あ
い
ま
っ
て
、
被
災
地
域
に
は
観
光
需
要
の

落
ち
込
み
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
起
因
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
て
い
る
被
災
地
域
に
お
い
て
、
国
内
旅
行
者
は
も
と
よ
り
国
外

旅
行
者
も
対
象
と
し
た
旅
行
・
宿
泊
料
金
の
割
引
等
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
観
光
需
要
を
喚
起
す
る
。

事
業
ス
キ
ー
ム

旅
行
業
者

旅
行
者

１
．
旅
行
・
宿
泊
料
金
の
割
引
支
援

被
災
地
域
に
お
け
る
一
泊
以
上
の
旅
行
・
宿
泊
商
品
を
対
象
に
、
旅
行
・
宿
泊
料
金
を
一
人
泊
あ
た
り
最
大
5
,0
0
0
円
支
援

２
．
代
替
的
交
通
手
段
の
活
用
に
よ
る
旅
行
促
進

観
光
地
そ
の
も
の
に
お
け
る
被
害
が
少
な
い
も
の
の
、
観
光
地
に
至
る
幹
線
交
通
機
関
等
へ
の
被
害
を
背
景
に
キ
ャ
ン
セ
ル

が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
に
お
い
て
、
公
共
交
通
事
業
者
等
が
、
当
該
地
域
に
発
着
す
る
代
替
輸
送
手
段
を
用
意
し
、
か

つ
低
廉
な
料
金
を
設
定
し
た
場
合
に
、
正
規
料
金
と
の
差
額
を
支
援

観 光 庁

①
補
助
金

交
付

県
等
（
注
）

③
割
引
価
格

で
の
販
売

②
割
引
価
格
の

差
額
を
支
援

宿
泊
事
業
者

又
は

Ｏ
Ｔ
Ａ
＊

支
援
内
容

＊
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
旅
行
業
者
。

２
．
観
光
需
要
喚
起
に
向
け
た
対
策
（
台
風
第
1
5
号
及
び
第
1
9
号
の
影
響
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
観
光
需
要
の
回
復
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て
）

（
注
）
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
新
潟
県
、
山
梨
県
、
長
野
県
、
静
岡
県
の

各
都
県
に
対
し
、
域
内
に
所
在
す
る
災
害
救
助
法
の
適
用
市
町
村
の
キ
ャ
ン
セ
ル
数
を
基
に
補
助
金
を
交
付
。
各
都
県
に
お
い
て
は
、
域
内
各
地
域
の
被
災
・

復
旧
状
況
等
を
踏
ま
え
柔
軟
に
執
行
。
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２
．
観
光
需
要
喚
起
に
向
け
た
対
策
（
台
風
第
15
号
及
び
第
19
号
に
対
応
した
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
）

■
訪
日
数
の
伸
び
の
早
急
な
回
復
を
図
る
た
め
、メ
デ
ィア
・旅
行
会
社
・旅
行
者
の
3者
に
対
し、
正
確
な
最
新
情

報
を
総
力
を
挙
げ
て
発
信

■
現
地
の
報
道
ぶ
りや
訪
日
旅
行
の
予
約
状
況
な
ど各
市
場
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、各
地
の
復
旧
状
況
に
あ
わ

せ
、被
災
地
域
を
対
象
とし
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
を
集
中
的
に
実
施

事
業
概
要

▲
w
eb
広
告
例

復
旧
状
況
に
あ
わ
せ
、メ
デ
ィア
・旅
行
会
社
・旅
行
者
に
対
し、
被
災
地
域
に
お
け
る
観
光
地
や
交
通
機
関
の
現

状
に
関
す
る
正
確
な
情
報
及
び
魅
力
を
発
信

○
動
画
等
に
よ
り被
災
地
域
の
観
光
魅
力
を
PR
し、
旅
行
者
に
被
災
地
域
の
安
全
な
状
況
や
観

光
の
魅
力
に
つ
い
て
正
確
な
生
情
報
を
発
信

○
ブ
ロガ
ー
等
の
イン
フル
エ
ンサ
ー
や
メデ
ィア
等
を
招
請
す
る
こと
で
、メ
ディ
ア等
に安
心
・安
全
を実

感
して
もら
い、
正
確
な
情
報
を発
信

○
旅
行
会
社
や
航
空
会
社
の
広
告
展
開
を
支
援
し、
旅
行
商
品
や
航
空
券
の
販
売
を
促
進
す
る

こと
で
、被
災
地
域
へ
の
送
客
を
直
接
的
に
促
進

航
空
会
社
等
と連
携
した
割
引
商
品
の
設
定
・Ｐ
Ｒ

▲
共
同
広
告
例

▲
イン
フル
エ
ンサ
ー
招
請
例

メデ
ィア
・旅
行
会
社
招
請

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
情
報
発
信

▲
新
聞
広
告
例
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